
　 土 田 麥 僊 （1887-1936） は 明 治 末 か ら 大 正 昭 和 に か け て 新 し い 作 品 を 次 々 に 発 表 し 注 目

を 浴 び た 日 本 画 家 で あ る が、 そ う し た 作 風 展 開 は 西 洋 美 術 に 影 響 を 受 け て い た。

明 治 37 年（1904）に 竹 内 栖 鳳 に 入 門 後 は、西 洋 美 術 図 書 の 模 写 を 通 し て「春 の 歌」、「罰」（京

都 国 立 近 代 美 術 館） な ど 現 実 感 の あ る 現 代 風 俗 を 描 い た。 明 治 42 年 に 京 都 市 立 絵 画 専 門

学 校 に 入 学、こ の 頃 か ら 西 洋 世 紀 末 芸 術、「後 期 印 象 派」 な ど に 影 響 を 受 け、な か で も ゴ ー

ギ ャ ン に 倣 っ て 「海 女」（京 都 国 立 近 代 美 術 館） を 文 展 に 出 品 し 注 目 を 集 め た。 そ の 後 お

お き な 振 幅 を 見 せ、 日 本 の 古 画 を 研 究 し て 「散 華」（大 阪 新 美 術 館 建 設 準 備 室）、「大 原 女」

（山 種 美 術 館）を 発 表、日 本 画 家 と し て の 地 位 を 確 立 し た。大 正 10 年 か ら 12 年（1921-1923）

ま で 渡 欧、 帰 国 後 「舞 妓 林 泉 図」（東 京 国 立 近 代 美 術 館） を 発 表 し、 明 る い 色 彩 に よ る 構

成 的 な 作 風 へ と 至 っ た。 麥 僊 作 品 の 展 開 に は 段 階 を 追 っ た 西 洋 美 術 の 影 響 が 明 ら か で あ

り、 こ れ ま で 日 本 画 家 が 西 洋 美 術 に 学 ぶ と い う 方 向 性 を 軸 に 研 究 が な さ れ て き た。

　 本 発 表 で は、 こ れ ま で と は 逆 に、 西 洋 か ら 見 た 麥 僊 の 作 品 に つ い て 考 察 し て み た い。 現

在、 麥 僊 の 作 品 を 収 蔵 し て い る の は ギ メ 美 術 館 (2 点 )、 ボ ス ト ン 美 術 館 （1 点） な ど わ ず

か で あ る が、 麥 僊 の 在 世 当 時 に 注 目 す る と、 西 洋 で 日 本 画 が 展 示 さ れ る 機 会 が 数 度 あ っ た

こ と、 麥 僊 の 自 選 画 集 『麥 僊 畫 集』 が パ リ の 画 商 の 注 意 を 引 い た こ と、 同 じ く パ リ 滞 在 中

に 現 地 で 制 作 し た 「ヴ ェ ト イ ユ 風 景」 に つ い て 批 評 を 聞 い た こ と、 な ど か ら 1920 年 代 初

頭 の パ リ で の 麥 僊 の 作 品 へ の 評 価 が わ ず か な が ら 判 明 す る。 し か し、 こ こ で は、 特 殊 な 事

例 で あ る が、ス ウ ェ ー デ ン の 画 家 ニ ル ス・ダ ル デ ル （Nils Dardel､ 1888-1943） が 麥 僊 の 「散

華」 に 影 響 を 受 け、モ テ ィ ー フ を 借 用 し た 油 彩 画 作 品 「バ ヤ デ ー ル た ち (Bajadärer)」(1918

年） に つ い て 検 討 し た い。

　 ダ ル デ ル は、 日 本 で は 全 く 知 ら れ な い が、 ス ウ ェ ー デ ン を 代 表 す る 印 象 派 以 後 の 画 家 と

さ れ て い る。 絵 画 制 作 以 外 に も 活 躍 し、親 し く 交 友 し た ス ウ ェ ー デ ン の 富 裕 な 貴 族 ロ ル フ・

ド ゥ・マ レ ー （Rolf de Maré、1888-1964） が バ レ エ・ス エ ド ワ （ス ウ ェ ー デ ン・バ レ エ 団）

を 主 宰 し て い た と き に （1920-1925） 舞 台 装 置 の デ ザ イ ン を 手 が け て い る。「 バ ヤ デ ー ル

た ち」 に 用 い ら れ た 「散 華」 の モ テ ィ ー フ に つ い て 調 査 を 進 め る と、 ダ ル デ ル と ド ゥ ・ マ

レ ー は 1917 年 に 日 本 を 訪 れ、 日 本 美 術 に 強 い 興 味 を 示 し て い た こ と が 判 明 し た。 ダ ル デ

ル の 制 作 を 通 し て、 印 象 派 以 後 の 画 家 に と っ て 日 本 美 術 が ど の よ う に 映 っ て い た の か、 な

ぜ 麥 僊 の 「散 華」 を 取 り 上 げ た の か を 考 察 し、 改 め て 「散 華」 制 作 の 過 程 を 検 討 す る と、

栖 鳳 か ら 麥 僊 に 引 き 継 が れ た 新 し い ね ら い と 方 向 性 が こ れ ま で と は 異 な る 様 相 を 帯 び て く

る。 近 代 日 本 美 術 研 究 に 西 洋 か ら の 視 点 と い う 新 た な 側 面 を 加 え る 試 み と し た い。
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